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能力観の変遷と生涯学習８７

期の肛門期，児童期の遊戯期または性器期，学童期の潜伏期，青年期，若い
成人期，成人期，成熟期の８つの時期に分かち，二律背反的な自我の危機を
めぐる克服・対処の仕方に発達課題を見出だしている。
またハヴィガースト,R.J・は，個人の生涯に亙って各々の時期に遭遇する

発達課題の達成度に応じて成功・不成功が，その個人に幸福や不幸をもたら
すとみなし，乳幼児期，児童期，青年期，壮年初期，成人期及び老年期の少
なくとも６つの時期に分かって,それぞれの時期の発達課題を明示している。
彼は，生涯教育は，まさに学習者が生涯各期の発達課題の達成を確実にする
ことを援助するものであると主張した。
さらに知能や知性とは異なるが，コールバーグ,L.は，独自の道徳性発達

段階理論を展開する。彼のアプローチは，道徳教育の認知的発達段階論であ
り，道徳的な推論あるいは判断の発達，即ち道徳的な意思決定における葛藤
の役割の形成におく。この段階は，生活年齢の発達段階と対応するが，個人
差によって必ずしも一致しない。彼は，次の前慣習的，慣習的及び脱慣習的
の３つのレベルと，懲罰及び服従指向，手段的・相対主義的指向，対人的な
調和指向，法律及び秩序指向，社会契約的，法律指向及び普遍的な倫理的な
原理指向の各レベルに２つの段階を含む６つの発達段階を考える。
筆者は以上の諸理論を踏まえ自我の確立と教育学との関連図表を構想した。
◎学習者の自己教育力，自己の主体性(self-identity),自我の確立
幼児期一自我の芽生え（保護管理的保育,開発的保育，アカデミック保育）
思春期一自我の成長，早熟化現象，
青年期一進路指導(進学指導と就職指導)，自己のキャリア決定による自我

の確立，以上が児童・青少年教育学(pedagogy)の段階
成人期一結婚と子育て，職業生活，成人教育学(andragogy)の段階
高齢期一定年退職,子どもの独立,社会的役割,健康及び人間関係の維持・

喪失と自我の危機，高齢者教育学(gerogogy,educationalge-
rontology,eldergogy)の段階

延遡一自我の有限性と危機，死生観，死生学(thanatology,deatheduca-
tion)の段階
（但し，死期は必ずしも高齢期の後に来るとは限らない｡）
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3．児童青少年期の発達課題と能力
̅pedagogyのめざすもの～

(1)乳幼児期
先に引用したドーマンは，1984年の著書『子どもの知能は限りなく』の中
で，「人間の脳には，一兆個以上の細胞がある｣，「脳の重要な成長は，６歳ま
でに完了する｣，「脳は使うことで成長する｣，「どんな一連の事実を教える場
合にも，１歳児に教える方が７歳児に教えるより簡単である｣，「幼児の脳の
発達過程を加速するためには，脳の成長の秩序だった過程を認識し，視覚，
聴覚及び触覚への刺激を頻度，強度，持続時間を増やしながら与えるだけで
良い」と述べる。彼の「人間発達プロファイル」によると，人間の６種類の
各能力の発展段階を７つに分け，最高の第７段階に達するのは平均児で満６
歳，英才児で満３歳，遅進児で満１２歳としている。
幼児期は，このように脳の成長の極めて著しい時期でもあり，それは単に
一般的な知能の発展のみならず，ゴールマンの指摘するEQに関わる情緒面
の知性の発達も著しい。一般に乳幼児を対象とする社会・教育機関には，安
全で健康な環境における子守を中心とした保護管理的な保育の場である託児
所，遊戯を中心とする社会的，情緒的，身体的及び言語的な発達をめざす開
発的な保育の場である保育所，読み，書き，話し方，聞き方，計算等のアカ
デミックな認知的な発達をめざす小学校入学準備教育を中心とする幼稚園と
がある。これらの機関はいずれも複数の機能を兼ね備えているが，幼児期の
自我の芽生えを健全に導く使命を持っていると言える。
(2)思春期
わが国の中学校教育は，１３～15歳という思春期の年齢の生徒を取り扱って
いるが，思春期という独特な年齢段階の専門の学校教育段階という意識は薄
い。1960年代以降，わが国もアメリカもともに青少年の栄養状態が著しく向
上し，身体的，生理的，精神的及び社会的な成長が目覚ましく，いわゆる思
春期の早期化･早熟化をもたらした｡過去50年前あるいは一世紀前の青少年
に比べて，思春期の到来が男子で１５歳から１３または１４歳，女子で14歳か
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90特集学力問題と生涯学習

4．成人・高齢期の発達課題と能力
̅andragogy,gerogogyのめざすもの～

(1)成人・労働期
成人期は，進路指導期に引き続いて職業生活が中心となり，それと同時に
家庭生活及び一般の市民生活の主要な責任が加わり，文字通り発達課題に事
欠かない。先ず成人は職業人として職業的知識・技術・技能を身につけその
責任を果たさなければならない。従来の製造業中心のオートメーション化を
もたらした工業革命から情報・サービス中心の脱工業化のコンピュータ・情
報革命を迎えた現代の社会において，今日の労働者は，抽象化，システム思
考，問題解決技能，実験的な探究及び協調心といった新たな職業技能（雇用
可能な諸技能,employabilityskills)が求められている。アメリカの労働
省必修技能委員会(SCANS)は,３つの基礎的な技能(skills),即ち①読み，
書き，計算の基礎学力，②思考技能，③責任，自尊心等の個人的資質，及び
５つの能力(competences),即ち①資源の配分，②対人関係の技能，③情報
処理，④システムの運用，⑤テクノロジーの活用と応用を掲げた。
また他方，家庭人及び市民として，成人はお互いに相互学習を通じて主体

的に自己主導的な経験蓄積型中心の学習を推進しなければならない。1996年
のユネスコのドロール委員会は，生涯学習の４本柱，知ることを学ぶ，為す
ことを学ぶ，他者とともに生きることを学ぶ，人間として生きることを学ぶ
の学習目標とその目標達成に求められる諸能力を提示した。
(2)高齢期
今日世界的に見て平均寿命の延長と出生率の低下に伴って,満65歳以上の
高齢者の全人口に占める比率が増大し，わが国をはじめ先進諸国を中心に１４
～21％と高齢社会に突入し,2010年には２１%以上の超高齢社会に接近しよう
としている。高齢期を６５～７５歳までを前期高齢期，７５歳以上を後期高齢期
と便宜的に区分されているが，いわゆる青年期や成人期と異なり高齢者の知
能は，記憶や計算などに関係した流動性知能は加齢とともに急激に低下し，
反面総合的な判断や創造性など結晶性知能は高齢でもかなり高い水準を維持
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出来るとされる。またマクラスキー,H.によると，高齢者特有のニーズに
は,日常生活の対処的ニーズを基盤に,活動に喜びを見出だす表現的ニーズ，
他者や地域のために貢献したいという貢献的ニーズ，及び生活環境に影響を
与えたいとする影響的ニーズ，さらに身体的パワーや余命の減少という自己
の有限性の自覚とともに，自我の危機を超越して哲学，宗教，歴史に興味を
示す｡これらのニーズを充足する知能も高齢者の一種の能力とみなされ得る。
他方，堀薫夫氏がまとめたpedagogy,andragogy及び高齢者教育学である
gerogogyの３つの教育学の対比でみると，成人期に求められた自己主導的な
学習，経験蓄積型学習，社会的役割による発達課題，問題解決中心等の諸特
色から，高齢期には加齢とともに青少年期と同じ他者依存型の学習，経験蓄
積型の学習の後退，社会的役割から離れた生理的要因に基く学習課題，興味
をひく教科中心の学習に復帰する傾向が見られるとされる。高齢期には一般
的に健康や経済的基盤の喪失，子どもの独立，友人知人や配偶者の死に伴う
孤独感，生きる目的の喪失など対処すべき生活課題は極めて多い。
(3)高等教育とその周辺
1960年代以降，フォーマルな学校教育である高等専門学校，短大や４年制

大学を含む高等教育の大衆化に伴って,OECDに加盟する先進諸国を中心
にリカレント教育が提唱され,1970年代には中等後教育(post-secondary
education)政策が展開された。それに呼応してキャンパスに一定年限在籍居
住し，スクーリングを受ける伝統的な高等教育機関から，キャンパス外での
拡張教育としての学外学習や経験学習を学術的なものとして評価する体制が
高等教育機関や学外の試験諸機関によって確立されてきた。筆者は，アメリ
カを中心にこのスクーリングと学外学習・経験学習ととの比重を基礎に次の
５つの高等教育機関のタイプを分類した。即ち伝統的な高等教育（スクーリ
ング100％，経験学習０％)，拡張キャンパス（75％，２５％)，勤労学習協同
教育(50%,50%),個人契約学習(25%,75%),試験による単位学位認定
（０％，100％）である。１８３６年に中流階級の市民のための大学として創設
されたロンドン大学は，試験による学位認定(degreebyexamination)機関
として出発し，拡張教育の先駆となった。しかし今やアメリカでは，キャン
パスの無い大学やインタネットによるヴァーチャル・ユニバーシティを出現
可能にした単位蓄積型の試験による単位認定(creditbyexamination)機関
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平山正実氏の著書『死生学とはなにか』において,｢死の教育と言うものが，
将来訪れる死に対して準備を行うことを目的とするにとどまらず,死を思い，
死を体験することを通じて，現在の生をより良く生きることを意図している
からである。つまり死の教育は未来と現在の生き方そのものを問い直し，よ
り充実した生を送ることをめざす必要がある」（276頁）と述べる。
従って「生から死への準備教育｣，「生死学」は，出生，入学試験，就職，
結婚，昇進，退職，病気，死といった人生の各時期の節目に訪れる自我の危
機に対処するために，それぞれの発達課題に応じた教育を，例えば幼児期に
ペットの死のような喪失体験，児童期に身体的・精神的変化や弟妹の誕生，
青年期に進路選択や社会体制の矛盾での葛藤，壮年期に家庭．職場での人間
関係,経済的破綻や失業等の中年期の危機,老年期の心身機能の低下,疾病，
家族や職場での役割喪失，経済的貧困や配偶者の死等の各試練に対処し，克
服する能力の養成を目指す一助となることが考えられる。
「生死学」の一般的な目標は，エリクソンも主張するように自我，即ち自

己の主体性または統合性の根幹をなす斉一性，連続性，帰属性の３要素の上
に安心立命の境地で死を迎える人生観に立ち，生きている時間の貴さを認識
させる｢死線を越え,受容する｣死生観または価値観を確立することにある。
「生死学」は，前述の発達課題に対処する諸能力のみならず，生と死に関

する情報の提供，例えば末期医療措置，遺言，遺産相続，葬儀や埋葬，墓地
等,悲しんでいる人々への関わり，例えば遺族を慰めること，力づけること，
彼らの危機に介入すること等の行動目標も考えられる。
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